










町政スilC少←・

3人

3人

42人

毒事を視ω包舗の贈墨
必 上寿（100歳以上）

白寿（99歳）

米寿（88歳）

年
の
初
め
の
一

月
六
日、

清
野
町

長
は
じ
め
町
の
三
役
が
米
寿
者
四
十

二
人、

白
寿
者
三
人、

百
蔵
以
上
三

人
の
自
宅
を
訪
問
し、

賀
詞
と
記
念

品
を
贈
り
長
寿
を
祝
い
ま
し
た。

今
年
め
で
た
く
百
歳
を
迎
え
ら
れ

た
阿
部
輿
三
郎
さ
ん
（
立
木）

は、

「
家
の
ま
わ
り
を
散
歩
す
る
の
が、

何
よ
り
の
楽
し
み
で
す。

い
ま
で
も

風
邪
な
ど
病
気
一

つ
し
ま
せ
ん
」

と

若
者
顔
負
け
の
健
在
ぶ
り。

長
寿
の

秘
訣
は
「
何
で
も
食
べ
て、

こ
せ
こ

せ
せ
ず
自
由
に
伸
び
伸
び
と
暮
ら
す

こ
と」

と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た。

阿

部
さ
ん
宅
で
は、

さ
っ
そ
く
赤
飯
を

炊
い
て
長
寿
を
祝
っ
て
い
ま
し
た。

今
年
の
上
寿
者、

白
寿
者、

米
寿

者
は
次
の
方
々
で
す。

こ
れ
か
ら
も

丈
夫
で
長
生
き
し
て
く
だ
さ
る
こ
と

を
お
祈
り
し
ま
す。

－
上
寿
者

白
田
忠
太
郎（
国
治
・

大
幕
山）
／
鈴

木
い
つ
（
光
吉
・

助
ノ
巻）
／
阿
部
輿

三
郎（
文
雄
・

立
木）

・
白
寿
者

鈴
木
は
つ
よ
（
春
雄・
前

田
沢）
／
佐
藤
き
く
の

（
秀
夫
・

平）
／
志
藤
き

く（
庄
三
郎
・

川
通）

・
米
寿
者

鈴

木
正
（
本

人
・

本

町）
／
長
岡
藤
一

郎（
忠

典・
本
町）
／
松
田
タ
ケ

（
強
志
・

西
町）
／
鈴
木

ス
へ
ノ
（
武
男
・

西
町）
／
富
樫
ま
さ

（
幸
男・
助
ノ
巻）
／
鈴
木
よ
し
ゑ（
イ

ク
子
・

元
町）
／
鈴
木
静（
勇
夫
・

元

町〉
／
阿
部
き
ん
（
啓

了
西
原）
／
熊

谷
長
助（
長
一
・

新
宿）
／
石
塚
彦
次

郎（
勝
彦・
四
ノ
沢）
／
佐
藤
う
め
（
安

正
・

小
原）
／
相
座
幸

二
幸
太
郎
・

宿）
／
菅
井
ゆ
き
江（
信
太
郎
・

大

隅）
／
大
滝
佐
助（
本
人・
下
芦
沢）
／

星
野
い
さ
を（
重
郎
・

宇
津
野）
／
大

井
重
太
郎（
本
人
・

常
盤）
／
松
本
ト

モ
（
則
雄・
常
盤）
／
海
野
せ
い
（
佐
兵

エ
・

能
中）
／
鈴
木
哲
男（
文
蔵
・

能

中）
／
小
川
エ
ツ
（
新・
太
郎

二
／
長

聞
は
る（
武
見
・

太
郎
一
）
／
長
岡
平

治（
智
・

太
郎

ご
／
大
高
幸
作（
祐

一
・

太
郎

二
／
長
岡
ち
う（
千
代

美
・

太
郎
二）
／
長
岡
一

郎（
本
人
・

太
郎
二）
／
阿
部
み
つ
ゑ（
勝
弘
・

太

郎
三）
／
阿
部
ま
つ
（
輿
助・
立一
木）
／

鈴
木
ま
つ
の
（
栄
・

松
程）
／
鈴
木
左

一

郎（
秀
治
・

松
程）
／
佐
竹
キ
ヌ
エ

（
芳
松・
松
程）
／
阿
部
梅
代（
芳
雄・

大
谷
三）
／
白
田
ま
し（
光
市
・

大
谷

三）
／
東
清
二
郎（
昇・
大
谷
四）
／
白

田
ふ
て
よ
（
忠
夫
・

大
谷
五）
／
川
村

オ
ナ
ヲ
（
重
・

大
谷
五）
／
堀
み
の
ゑ

（
文
太
郎・
大
谷
七）
／
堀
な
か
ゑ
こ

雄・
栗
木
沢）
／
鶴
見
キ
ミ
エ
（
博
俊・

栗
木
沢）
／
志
藤
と
く（
昭
三
・

栗
木

沢）
／
志
藤
六
郎（
勝
利・
川
通）
／
鈴

木
た
ま（
康
雄
・

大
暮
山）
／
小
林
民

治
郎（
孝
一
・

大
沼）

（
順
不
同
・

敬
称
略）

⑥ 

転
作
配
分
面
積
邸
ヘ

ク
タ
ー
ル

昨
年
よ
り
初
ヘ

ク
タ
ー
ル
増
加

転
作
に
関
す
る
実
行
組
合
長
・

区

長
会
議
が
二
月
九
日、

農
業
団
地
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た。

平
成
七
年
度
の
朝
日
町
へ
の
転
作

配
分
面
積
は、

昨
年
よ
り
二
十
ヘ
ク

タ
ー
ル
多
い
百
三
十
七
ヘ
ク
タ
ー
ル

と
な
っ
て
い
ま
す。

会
議
で
は、

転
作
の
配
分
方
法
な

ど
に
つ
い
て
説
明
さ
れ、

担
い
手
農

家
へ
の
水
田
の
集
積
と
農
家
所
得
の

増
大
を
図
る
た
め、

今
年
も
地
域
営

農
推
進
基
金
制
度
を
活
用
し、

効
果

的
な
生
産
調
整
を
推
進
す
る
こ
と
を

確
認
し
ま
し
た。

松
程
ト
ン
ネ
ル
建
設
中

全
長
制
m

平
成
8
年
供
用
開
始

。

が
玉
串
を
捧
げ、

工
事
期
間
中
の
安

全
を
祈
願
し
ま
し
た。

現
道
路
の
松
程・
大
船
木
区
聞
は、

狭
小
曲
折
で
車
が
す
れ
違
う
に
も
大

変
危
険
で
あ
り、

交
通
の
難
所
に
な

っ
て
い
る
と
と
か
ら、

早
期
の
道
路

改
良
が
望
ま
れ
て
い
た
も
の
で
す。

今
回
工
事
が
行
わ
れ
る
の
は、

常

盤
方
面
か
ら
来
て
の
松
程
T
字
路
付

近
よ
り、

ト
ン
ネ
ル
を
つ
く
り
延
長

す
る
全
長
八
百
六
十
討
の
新
設
道
路

で、

そ
の
う
ち
ト
ン
ネ
ル
は
三
八
七

針。

歩
道
を
含
め
た
幅
員
十
討
の
快

適
な
道
路
と
な
り
ま
す。

飛
島
・

升
川
建
設
共
同
企
業
体
が

請
負
し、

供
用
開
始
は
平
成
八
年
の

予
定
で
す。



む

多
く

あ
の

た
t町

第畏
い包

兵
庫
県
南
部
地
震
災
害
被
災
地
へ

の
義
援
金
募
集
に、

多
く
の
町
民
の

方
か
ら
続
々
と
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た。

一
月
三
十一
日
ま
で
に、
日
本
赤

十
字
社
朝
日
町
分
区
や
町
社
会
福
祉

協
議
会（
共
同
募
金
会）
に、
義
援
金

や
米・
り
ん
ご
な
ど
の
物
資
を
お
寄

せ
い
た
だ
い
た
個
人・
団
体
は
次
の

通
り
で
す。
そ
の
他
に
も
区
長
会
で

取
り
組
ま
れ
た
募
金（
募
金
者
名
を
記

義
援
金
を
手
渡
す
送
橋
小

児
童
会
の
代
表

入
し
な
い
で、
朝
日
町
民一
同
と
し

て
日
本
赤
十
字
社
に
贈
る）
に
協
力

い
た
だ
い
た
方
や
匿
名
の
方
な
ど、

老
若
男
女
を
問
わ
ず
多
く
の
方
々
か

ら、
あ
た
た
か
い
善
意
が
寄
せ
ら
れ

宇品
lu
れれ～。

ま
た、
被
災
地
へ
直
接、
米
や
り

ん
ご
を
送
っ
て
く
だ
さ
っ
た
方
も
お

り
ま
し
た。
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た。

（
敬
称
略）

マ
海
野
正
美（
送
橋）
マ
鈴
木
直
子

（
大
町）
マ
今
野
優（
本
町）
マ
松
尾
絵

美（
松
原）
マ
松
尾
奈
緒（
同）
マ
松
尾

慎
太
郎（
同）
マ
布
施
嘉
隆（
助
ノ
巻）

マ
布
施
マ
サ
子（
同）
マ
鈴
木
謙
蔵

（
同）
マ
渡
辺
久
喜（
西
町）
マ
若
月
利

喜
雄（
夏
草）
マ
菅
井
数
衛（
大
隅）
マ

今
井
正
仁（
新
宿）
マ
清
野
秀
俊（
本

町）
マ
北
村
淑
子（
夏
草）
マ
朝
日
町

役
場
課
長
会
マ
朝
日
町
議
会
議
員一

同
マ
阿
部
組
マ
阿
部
土
建
マ
斉
藤
ひ

と
み（
長
沼）
マ
伊
藤
な
つ
の（
西
町）

マ
朝
日
町
マ
阿
部
恵
寿（
夏
草）
マ
松

本
則
雄（
常
盤）
マ
鈴
木
昭
雄（
西
船

渡）
マ
渡
辺
藤
夫（
大
町）
マ
多
国
積

（
同）
マ
志
藤
留
吉（
栗
木
沢）
マ
志
藤

ま
さ
子（
同）
マ
阿
部
武
勝（
西
原）
マ

布
施
正（
助
ノ
巻）
マ
佐
直
雄
二（
本

町）
マ
佐
藤
平
吉（
宿）
マ
ア
サ
ヒ
ニ

ク
ニ
職
員一
同
マ
斉
藤
喜
美（
新
宿）

マ
伊
藤
博
美（
大
町）
マ
安
藤
か
よ

（
松
原）
マ
橋
本
藤
雄（
夏
草）
マ
佐
竹

長
雄（
同）
マ
笹
原
潔（
助
ノ
巻）
マ
笹

原
宣
康（
同）
マ
笹
原
と
よ（
同）
マ
今

井
道
男（
新
宿）
マ
長
問
和
美（
本
町）

マ
朝
日
町
役
場
四
役
会
マ
松
田
藤
志

雄（
栄
町）
マ
布
施
辰
之
助（
本
町）
マ

学
校
調
理
師
会
マ
学
校
用
務
員
会
マ

阿
部
善
重（
八
ツ
沼）
マ
鈴
木
登（
同）

マ
浅
岡
安
吉（
宇
津
野）
マ
阿
部
信
行

（
元
町）
マ
上
郷
小
学
校
職
員一
向
マ

上
郷
小
学
校
P

T

A

会
マ
伊
藤
正
子

（
松
原）
マ
大
井
建
設
マ
納
屋
幸一

C 

（
向）
マ
池
田
加
代（
大
谷
五）
マ
大
谷

道
子（
大
谷
六）
マ
近
藤
春
雄（
四
ノ

沢）
マ
斉
藤
文
子（
杉
山）
マ
鈴
木
五

郎（
松
程）
マ
鈴
木
勇（
本
町）
マ
朝
日

町
教
育
委
員
会
マ
大
久
保
作
次
郎

（
西
町）
マ
村
山
千
代
雄（
助
ノ
巻）
マ

鈴
木
吉
夫（
同）
マ
鈴
木一
男（
同）
マ

布
施
孫
助（
同）
マ
富
樫
春
雄（
同）
マ

布
施
計
衛（
同）
マ
鈴
木
隆
見（
同）
マ

布
施
友
衛（
同）
マ
柴
田
精
司（
同）
マ

菅
原
功（
同）
マ
阿
部
藤
夫（
同）
マ
鈴

木
剛
雄（
同）
マ
鈴
木
富
雄（
同）
マ
阿

部
う
め（
同）
マ
小
林一
男（
同）
マ
鈴

木
む
め（
同）
マ
柴
田
喜
久
雄（
悶）
マ

鈴
木
岩
吉（
同）
マ
鈴
木
光
吉（
同）
マ

1月31日

現在

（
夏
草）
マ
多
国一
子（
本
町）
マ
近
衛

和
子（
大
隅）
マ
菅
井
信
太
郎（
同）
マ

菅
井
幸
太（
沼
向）
マ
成
原
明（
新
宿）

マ
鈴
木
優
太（
小
原）
マ
阿
部
孝
右
エ

門（
常
盤）
マ
熊
谷
正
二
小
原）
マ
長

岡
重
幸（
常
盤）
マ
高
橋
拓
也（
同）
マ

阿
部
隆
夫（
同）
マ
白
田
和
好（
大
谷

一
）
マ
武
田
睦
郎（
真
中）
マ
五
十
嵐

義
行（
中
沢）
マ
遠
藤
恵
美（
栗
木
沢）

マ
北
部
区
長
会
マ
白
田
安
蔵（
大
谷

一一）
マ
鈴
木
紀（
大
谷
四）
マ
遠
藤
悟

郎（
真
中）
マ
阿
部
春
雄（
同）
マ
渡
辺

菊
雄（
大
谷
三）
マ
白
田
登
喜
夫（
同）

マ
鈴
木
正
和（
同）
マ
白
田
千
代
喜

（
同）
マ
自
国
三
郎（
同）
マ
自
由
朋
行

大
場
祐一
（
同）
マ
鈴
木
善
次
郎（
同）

マ
長
岡
正
博（
太
郎
二）
マ
水
本
小
学

校
児
童・
教
職
員一
同
マ
井
上
幸
恵

（
西
船
渡）
マ
井
上
綾
恵（
同）
マ
鈴
木

信
二
助
ノ
巻）
マ
布
施
正
二
同）
マ

自
由
謙
二
同）
マ
花
山
芳
二
同）
マ

伊
藤
政
義（
同）
マ
鈴
木
直
太（
同）
マ

阿
部
力
夫（
同）
マ
鈴
木
俊
二
同）
マ

布
施
政
吉（
同）
マ
布
施
信
夫（
同）
マ

布
施
栄
悦（
同）
マ
布
施
亀
太
郎（
同）

マ
布
施
幸
亥（
同）
マ
井
沢
利
紀
雄

（
伺）
マ
海
野
武
雄（
同）
マ
布
施
お
そ

の（
同）
マ
布
施
政
身（
同）
マ
富
樫
莞

爾（
同）
マ
布
施
敏（
同）
マ
阿
部
岩
太

郎（
同）
マ
鈴
木
恭
二（
同）
マ
鈴
木
清

一
（
同）
マ
鈴
木
貞
蔵（
同）
マ
富
樫
幸

男（
同）
マ
鈴
木
文
四
郎（
問）
マ
海
野

長
太
郎（
同）
マ
佐
藤
昭
三（
同）
マ
渡

辺
三
郎（
大
谷
五）
マ
白
田
芳
美（
大

谷
三）
マ
サ
ン
ラ
イ
ズ
社
員一
同
マ
渡

辺
吉
五
郎（
大
谷
二）
マ
堀
敬
太
郎

（
大
谷一
）

マ自
国
太
郎（
大
谷
六）
マ

尾
形
俊
昭（
八
ツ
沼）
マ
渡
辺
為
之
助

（
本
町）
マ
清
野
正
直（
栄
町）
マ
地
球

耕
望
互
助
会
マ
布
施
清
子（
新
宿）
マ

成
原
浩（
同）
マ
東
北
コ
l
オ
ン
朝
日

工
場
マ
朝
日
町
消
防
団
第
二
分
団
第

六
部
団
員一
同
マ
上
郷
小
学
校
児
童

会
マ
佐
竹
法
面
工
業
マ
今
井
康
夫

（
新
宿）
マ
送
橋
小
学
校
児
童・
教
職

員一
同
マ
西
五
百
川
小
学
校
児
童

会・
P

T

A
・
教
職
員一
向
マ
朝
日

町
良
民
連
合
会
マ
佐
藤
祐
司（
小
原）

マ
安
藤
和
夫（
松
原）
マ
岡
崎
正
志

（
下
芦
沢）
マ
海
野
つ
ゑ（
西
船
渡）
マ

松
尾
明
子（
松
原）
マ
鈴
木
正（
本
町）

マ
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
さ
と
う
マ
安
藤
良

吉（
松
原）
マ
山
賀
詠
子（
新
宿）
マ
佐

藤
全一
（
大
滝）
マ
佐
藤
良
枝（
小
原）

マ
朝
日
町
連
合
青
年
団
マ
榊
寿
太

（
大
谷
ニ
マ
阿
部
タ
ケ（
夏
草）
マ
朝

日
町
傷
演
軍
人
会
・
妻
の
会
マ
長
岡

ふ
き（
西
町）
マ
太
郎
亭
マ
朝
日
中
生

徒
会
・
教
職
員一
同
マ
自
由
八
十
二

（
大
谷
ニ
マ
鈴
木
昇
吉（
常
盤）
マ
藤

原
光
雄（
本
町）
マ
堀
重
雄（
元
町）
マ

渡
辺
ま
さ
子（
大
谷
二）
マ
朝
日
町
土

地
改
良
区
職
員一
同
マ
朝
日
町
社
会

福
社
協
議
会
職
員一
同

⑦ 
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阿
部
正
樹
君
（
大
船
木
分
校
）

全
国
入
選

全
日
本
年
賀
状
版
画
コ
ン
ク
ー

ル

郵
政
省
主
催
の
第
糾
回
全
日
本
年

賀
状
版
画
コ
ン
ク
ー

ル
で 、

大
船
木

分
校
二
年
の
阿
部
正
樹
君
（
今
平）

が
見
事
全
国
入
選
に
輝
き
ま
し
た 。

正
樹
君
の
作
品
は 、

今
年
の
干
支

の
猪
を
力
強
く

描
い
た
も
の
で 、

東

北
大
会
で
は
約一
万
六
千
点
の
応
募

作
品
の
中
か
ら 、

最
高
貨
の
東
北
郵

政
局
長
賞

均一
受
賞 。「一
番
う
ま
く
い

っ
た
所
は
牙
で
す」
と
語
る
正
樹
君

は 、

受
賞
の
知
ら
せ
に
大
喜
び
で
し

た 。そ
の
他
に
も
長
岡
大
輔
君
（
立
木

小）
や
岡
崎
新
君
（
水
本
小） 、

鈴
木

友
香
理
さ
ん
（
和
合
小）
が
全
国
で

佳
作
に
選
ば
れ 、

東
北
大
会
で
は 、

町
内
の
小
学
生
が
数
多
く
入
選
さ
れ

ま
し
た 。

【
東
北
大
会
成
績｝

V
東
北
郵
政
局
長
賞

阿
部

正
樹（
大
船
木
分
校
二
年
）

V
入
選

岡
崎

新（
水
本
小
二
年）

渡
辺
真
千
子（
和
合
小
六
年）

阿
部
奈
津
美（
立
木
小
四
年）

伊
藤

俊
介（
水
本
小
五
年）

高
橋

恵
里（
水
本
小
二
年）

C 

松
田

恭
典（
立
木
小
六
年）

鈴
木
友
香
理（
和
合
小
二
年）

V
佳
作

大
井
隆
太（
立
木
小
二
年
）

大
井
登
美
子（
立
木
小
二
年
）

佐
藤

亜
妃（
大
船
木
分
校
三

年）

石
黒

祐
太（
大
船
木
分
校一

年）

長
岡

大
輔（
立
木
小
四
年
）

長
問

恵
季（
立
木
小
四
年）

大
谷

真
伍（
大
谷
小
四
年）

堀

美
貴
子（
大
谷
小
四
年）

鈴
木

質
晃（
和
合
小
二
年）

伊
藤

和
弘（
水
本
小
四
年
）

V
学
校
賞

水
本
小
学
校

大
船
木
分
校

守

f大暮山／

阿部 篤志くん
（大暮山分校4年）

じいちゃん

満雄さ ん（76歳）

ばあちゃん

キヌエさん（73歳）

ぼ
く
の
じ
い
ち
ゅ

ん
は 、

夏
は

畑
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す 。

冬
は

家
の
前
の
雪
か
た
づ
け
を
し
て
く

れ
ま
す 。
夕
方 、

ま
き
で
お
ふ
ろ

を
た
い
て
く
れ
ま
す 。

ぼ
く
の
ば
あ
ち
ゃ

ん
は 、

家
に

い
て
い
ろ
い
ろ
な
仕
事
を
し
て
く

れ
ま
す 。
ご
飯
の

準備
を
し
て
く

れ
る
時
も
あ
り
ま
す 。
毎
日
家
の

中
を
き
れ
い
に
そ
う
じ
し
て
く
れ

ま
す 。ぼ

く
は 、

じ
い
ち
ゃ

ん
も
ば
あ

ち
ゃ

ん
も 、

い
つ
ま
で
も
じ
よ
う

ぷ
で
長
生
き
し
て
ほ
し
い
で
す 。篤

志

⑬

足
腰
の
強
い
農
業
経
営
を

農
業
簿
記
講
習
会
開
く

簿
記
を
で
き
る
力
（
技
術）

を
身

に
つ
け 、

経
営
に
役
立
て
よ
う
と
一

月
五
日 、

農
業
簿
記
講
習
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た 。
農
業
委
員
会
が
主
催

し 、

今
回
で
七
回
目
の
開
催 。
講
師

に
浜
田
秀
男
氏
を
迎
え
十
六
人
が
受

講
し
ま
し
た 。
参
加
者
の
中
に
は
夫

婦
で
受
講
し
た
方
も
お
り 、「
将
来
は

パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
管
理
を
め
ざ
し
た

い」
と 、

夢
を
膨
ら
ま
せ
て
い
ま
し

た 。
融
資
な
ど
を
有
利
に
受
け
ら
れ

る
認
定
良
家
に
な
る
に
は 、

複
式
簿

記
の
記
帳
が
必
要
に
な
り
ま
す 。







。
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スノーモー ビルに挑戦 II

最近 「 ミニドック」や 「 1日ドック」で、血液中
の脂肪の量が 多い高脂血症を指摘

さ

れる方が増えて
いま

す

。放っておくと動脈硬化を起こし、狭心症や
心筋梗塞の原因になる場

合

もありま

す

。
町健康福祉

課

では高脂血症について、正しい知識
をもち予防しようと1月27日、朝日町立病院の小林
院長を講師に迎え 「高脂血症つてなん

だ

ろう」と題
し講演会を開催しました。

その中で小林院長は、高指血症の原因を①肉を多
くとる食事の欧風化②運動不足③たばこなどによる
と指摘したうえで、「特に食生活の改善や適度な運動
が大切」 と話

さ

れました。その後 「 コレステロ ー ル
値を下げる料理」の実習が行

わ

れ、参加者たちは熱
心にメモをとっていました。

おもしろ塾と北部青年教室らのメンパー が、大井
沢でスノーモー ビ／レに挑戦しました。大自然の中で
思いっきり楽しみ、「遊び心満点。とにかくおもしろ
い」 と感想を語っていました。

飽き会組品怠§$モ主＠
～高脂血孜義教室～

大自然マ、思じっ予L,)

雪
谷
観
音
は、
安
永
九
年
（
約
二
百

年
前）
に
鈴
木
忠
右
エ
門
（
現
別

出

忠
内
氏）
に
よ
り
建
て
ら
れ
た
と
棟

ふ
だ札

に
記

さ
れ
て
い
ま

す

。

ま
た
最
上
川
と
の
紳
も
深
く、
漁

を
は
じ
め
対
岸
の
夏
草
な
ど
へ
の
貿

い
物
や
農
作
業
は、
三
十
年
代
頃
ま

で
舟
で
行
き
来
し
暮
ら
し
を
支
え
て

き
ま
し
た。「
い
ま
住
ん
で
い
る
十
五

戸
は
み
な
鈴
木
の
姓
で、
む
ら
の

行

事
や
慶
弔
ご
と
は
む
ら
を
あ
げ
て
催

す
仲
の
良

さ
が
誇
り」
と
語
る、
区

長
の
鈴
木
喜
美
夫

さ
ん。

町
水
道
の
源
レし

し
て、
町
民
の
い

の
ち
を
支
え
て
い
る
雪
谷
の
里
に
も、

待
ち
遠
し
い
春
の
足
音
が
聞
こ
え
て

い
ま

す

。

（
長
岡
重
利
広
報
委
員）

直亙

最
よ
川
と
あ
ゆ
む

刀
タ
ク
〕
の
呈

町
県
民
税
申
告
相
談

実

施

中

町
で
は
税
務

課

職
員
が
各

集
落
に
出
向
き、
申
告
相
談

に
応
じ
て
い
ま

す

。
相
談
日

に
つ
い
て
は、
先
の
「

お
知

ら
せ
板」
を
ご
覧
に
な
り
忘

れ
な
い
よ
う
ご
注
意
く

ださ

い。
所
得
税
の
確
定
申
告
の

受
付
は、
三
月
十
五
日
ま
で

と
な
っ
て
い
ま

す

。
税
金
に

つ
い
て
の
問
い

合
わ

せ
は
役

場
税
務

課

へ
（
宮
町
l

2
I

l
l・
内
線
2
6
4

）

春
の
訪
れ
と
と
も
に
可
隣
な
花
を

咲
か
せ
る
カ
タ
ク
リ。
雪
ど
け
の
清

流
が
雪
谷
の
里
を
潤

す
と
き、
こ
の

群
落
が
辺
り
を
彩
り
は
じ
め
ま

す

。

こ
の
地
に
人
が
住
み
始
め
た
の
は、

約
四
千
年
前
の
こ
と。
雪
谷
遺
跡
に

は
縄
文
後
期
と
見
ら
れ
る
器
形
の
土

器
や
石
器
が
今
で
も
多
数
出
土

さ
れ

て
い
ま

す

。
（
朝
日
町
の
歴
史）

む
ら
に
は、
薬
師
如
来、
如
意
輪

ま
つ

は
ζ
ら

観
音
な
ど
を
把
っ
た
神
社
や
洞
が
村

人
た
ち
に
守
ら
れ
残

さ
れ
て
い
ま

す

が、
五
百
川
観
音
犯
番
札
所
で
あ
る

夏草から雪谷集落を望む

⑬





王
子
様
や
王
女
様
に
し
て
い
ま
せ
ん

AM
 

「

入F
’1、

ノ’
Fト学

校
で
よ
！・・・」

「
中
学
さ
入
る
と、
さ
っ
ぱ
り
話

さ
ね
ぐ
な
る。
何
考
え
で
い
る
ん
だ

か」
と。
こ
の
事
は、
多
く
の
親
が

口
に
し
ま
す。
つ
い、
こ
の
間
ま
で、

何
や
か
や
と
話
を
し
て
い
た
子
供
が

中
学
に
入
る
頃
か
ら、
気
づ
い
て
み

る
と
話
を
し
な
く
な
り
ま
す。
親
よ

り
も
兄
弟、
友
人
な
ど
自
分
の
周
囲

の
人
と
話
を
多
く
す
る
よ
う
に
な
り

ま
す。
親
と
す
れ
ば
と
ま
ど
い
と
同

時
に、
こ
れ
が
成
長
し
て
い
る
証
と

思
い
な
が
ら、
少
々
さ
み
し
さ
も
覚

え
ま
す。
節
目
の
相
談
は
子
供
か
ら

し
ま
す
が、
自
分
た
ち
が
中
学
生
の

時
を
振
り
返
っ
て
も、
様
々
な
話
は、

友
人
た
ち
と
し
て
い
た
よ
う
に
思
い

ま
す。
今
回
の
い
じ
め
等
も、
当
の

親
が
心
を
く
だ
い
て
い
て
も一
番
知

ら
な
か
っ
た
と
い
う
事
か
ら
も
見
え

て
来
ま
す。
日
々
の
生
活
の
中
に、

子
供
の
考
え
を
み
つ
け
て
行
く
事
が

大
切
に
な
り
ま
す。

い
っ

ぱ
い

け
ん
か
し
て
る
9

寸
け
ん
か
し
な
い
で、
兄
弟
仲
よ

く
し
ろ
L。一
日一
回
は
必
ず
と
言
つ

炉グて
良
い
程、
言
っ
て
し
ま
い
ま
す。

母
親
な
ど
は、
け
ん
か
を
し
て
い
る

と、
す
ぐ
に
も
ト
メ
に
入
り
た
く
な

り
ま
す
が、
子
供
に
も
理
由
が
あ
り、

こ
の
中
か
ら
身
に
つ
け
て
行
く
大
切

な
事
が
多
く
あ
る
よ
う
で
す。

け
ん
か
は
お
互
い
に
後
味
の
悪
い

も
の、
ま
し
て
友
人
同
士
は
特
別
で

し
ょ
う。
傷
つ
け
た
り、
口
を
き
か

な
か
っ
た
り
と、
仲
な
お
り
す
る
ま

で
に
は、
子
供
な
り
に
様
々
な
思
い

を
経
験
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す。

4‘ 
子供たちは遊びの中から多くを学ぶ

「
子
供
の
事
は
子
供
に
ま
か
せ
ろ」

と、
あ
る
程
度、
子
供
の
考
え
に
ま

か
す
の
も
大
切
で
す。
親
は
子
の
後

ろ
で、
お
う
よ
う
に
構
え
て
様
子
を

見
守
り、
導
い
て
行
け
た
ら
と
思
い

ま
す。お

か
げ
さ
ま
で・
：

「
自
由
な
ん
だ
が
ら、

っ
て
生
き
て
行
げ
る」。
一
人
で
だ

こ
ん
な
事
を
だ
れ
で
も
口
に
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す。
一
人
で
働
い
て
だ

れ
の
助
付
も
か
り
ず、
何
で
も
や
れ

る
と
思
い
が
ち
で
す
が、
落
ち
つ
い

て
考
え
る
と、
ほ
と
ん
ど
の
事
が
多

く
の
人
の
助
け
（
力）
に
よ
る
も
の

で
す。
自
分
が
生
き
て
行
く
た
め
に

は、
多
く
の
人
に
助
け
ら
れ
て
い
る

事
に
気
づ
り
ば、
今
度
は
自
分
の
力

を、
周
囲
の
人
の
た
め
に
役
立
て
る

事
を
考
え
て
行
け
る
と
思
い
ま
す。

「
お
か
げ
さ
ま」
「
お
世
話
様」
何

げ
な
く
使
っ
て
い
る
こ
と
ば
の
中
に、

s
b

 

こ
の
想
い
が
こ
め
ら
れ
て
い
ま
す。

ま
た、
豊
か
な
自
然
に
も
目
を
向

け
て
下
さ
い。
率
で
通
り
す
ぎ
る
事

だ
け
で
な
く、
自
ら
の
足
と
自

で自

然
の
持
つ
豊
か
な
教
え
を
知
っ
て
下

さ
い。長

く
な
り
ま
し
た
が、
最
後
に、

親
の
想
い
を
言
わ
せ
て
も
ら
い
ま
す。

自
分
自
身
を
大
切
に
す
る
と
同
じ

よ
う
に、
周
囲
の
人
々
を
も
大
切
に

す
る
人
間
に
伝
っ
て
下
さ
い。

素
直
な
心
と、
物
事
に
感
動
で
き

る
心
を
忘
れ
ず
に、
歩
ん
で
ほ
し
い

と
思
い
ま
す。
親
は
い
つ
で
も、
君

た
ち
の
後
か
ら
エ
1
ル
（
声
援）
を

送
っ
て
い
ま
す。

（
教
育
広
報
委
員

小
林
秀
子）

園
町
民

意
ま
つ
り

一
月
二
十
九
日、
町
民
体
育
館
で

第
三
十一
回
町
民
卓
球
ま
つ
り
が
行

わ
れ
ま
し
た。

－
成
績

マ
団
体
戦
／
①
宮
宿
西
町
②
西
船
渡

③
送
橋
マ
小
学
男
子
／
①
鈴
木
隆
洋

（
西
船
渡）
②
若
月
哲
也
（
同）
③

大
類
雅
敬
（
同）
阿
部
晃
佳
（
八
ツ

沼）
マ
小
学
女
子
／
①
鈴
木
麻
紀（
西

船
渡）
②
鈴
木
浩
子
（
伺）
③
阿
部

恵
実
（
夏
草）
高
橋
真
由
美
（
水
本）

マ
中
学
男
子
／
①
阿
部
政
和（
立
木）

②
渡
辺
隆
仁
（
西
原）
③
小
林
拓
哉

（
栄
町）
峯
田
真
人
（
西
船
渡）
マ

中
学
女
子
／
①
高
橋
由
香
理（
水
本）

②
豊
嶋一
絵
（
本
町）
③
長
岡
美
奈

（
太
郎
三）
冨
樫
夏
美
（
太
郎
ニ）

マ
親
子
／
①
鈴
木
敬一
・
浩
子
（
西

渡
船）
②
佐
竹
英
子・
真
紀
（
常
盤）

マ一
般
／
①
鈴
木
藤
七・
鈴
木
藤
吉

（
西
町）
②
清
野
豊
春・
清
野
稔
浩

（
四
の
沢）

130人が参加して行われた卓球まつり

⑬
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町
指
定
有
形
文
化
財

水
口
十
一

面
観
音
堂

し
い
愉
の

島町
の

み決

議川口

論訟
で 、
様
式
的
に
は
wm

宗
擦
を
主
と

し 、
和
様
を
加
味
し
た
建
築
で
あ
る 。

SA

Nu－－』
AJ’
nv，aF
Av

anm－A
2句
会雲

合九

海
老
虹
襲 、
基
股
な
ど
の
形
状
や
彫
刻
装
飾
の
類
に

は 、
在
戸
中
期
の
堅
実
な
手
法
が
み
ら
れ
る 。

建
築
年
代
も
宝
暦
五
年
二
七
五
五）
と
明
ら
か
で
あ

り 、
素
朴
な
が
ら
当
地
方
に
お
け
る
江
戸
中
期
の
代
表
的
三

間
堂
と
し
て
貴
重
で
あ
る 。

当
時
の
一
石
崎
組
大
庄
屋
で
あ
っ
た
佐
竹
長
右
衛
門
が
中

心
と
な
り
再
建
さ
れ
た
も
の
で 、
明
治
七
年
三
月
に
は
水
口

学
校
と
し
て
開
校
し
使
用
さ
れ
た 。

茅
葺
き
な
ど
の
維
持
管
理
は 、
現
在
も
地
区
住
民
が
毎
年

行
っ
て
お
り 、
愛
着
心
は
今
も
変
わ
っ
て
い
な
い 。

昭
和
六
十
二
年
九
月
二
十
五
日、

朝
日

町
有
形
文
化
財

と
し
て
指
定
さ
れ
た 。
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・平成 6 年12月31 日現在

10. l 06 （増 5)
5.029 （増 5)
5.077 （ 日）
2.517 （減 1)

（ ）内前月比
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l D. 099 （減 7)

5:021 （滅的
5.078 （増l)
2.519 （増 2)

（ ）内前月比
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重
敏
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昭
敏
祐
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郎
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の
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ゑ
い
男
郎
明
治
ゑ
識
良
の
く

雄
う

太
田
っ
た
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三

る

だ

七
1
て
さ
ひ
秋
ゑ
た
て
峰
源
智
政
は
善
多
さ
と
一
ち

月
部

札
月
遁
木
部
部
藤
藤
藤
部
回
遁
部
部
部
井
藤
井
黒

阿

若
渡
鈴
阿
阿
佐
佐
佐
阿
柴
渡
阿
阿
阿
菅
志
菅
石

平

次

西船渡
前田沢
四ノ沢
夏 草
常 盤
新 宿
栄町
本 町
夏 草
前田沢
元 町

松 程
大谷四
栄町
大 隅
栗木沢

宿
大船木

子清

‘’ 
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やかに》
（出生届）

(12月1 日～31日届出）
出生児氏名 父名

阿 部 結希 忠 之
小 野 銀治 康仁
柴 田 梨 奈 和 正
長 岡 優 利 幸
松 田 鉄 平 勝 美
安 藤 真生 卓
鈴 木 芹 奈 政 広

(1 月l白～31日届出）
宿 白 田 紗 己 潔

かず i’ 

大 隅 菅 井 和 貴 和 則
大 町 脅 藤 みづき 裕
大谷一 安 藤 ゆふみ 竜 二
能 中 志 藤議未 靖 則
松 程 鈴 木這幸 裕
送 橋 渡 遁 智志樹 春 樹

経獄〈歪ケあわせに〉
Nと漏j （婚姻届）

(12月1 日～31日届出）
弘 ・ 柴 橋 清 美

寒河江市
費 藤 まゆみ

常 盤
野 令
四ノ沢

(1 月1 日～31日届出）
巴 ・ 賞 順 番

韓 国
鈴 木 幸 子

寒河江市

話〉
(12月1 日～31日届出）

死亡者氏名 世帯主
安 藤 ゆ き 秀

渡 遁勝 雄 健 一
川 村 和 子 藤
伊 藤 まさの 正
鈴 木 としゑ 孝
鈴 木 イ ナ 正
阿 部 ユキヱ 正

宏

悟

正
沢
国

町

Pコ
沼
六
滝
原

町
沢
程

日一
ツ
谷

木

E
八
大
大
松
栄
栗
松

鈴 木
中
崎
西
岡
西

国

長

‘’ 

段くやす

義

町

義
程
昭
渡

木
松

舟

鈴

堀

太
男
義
市
二

⑥広報 「あさひまち」は湾生紙を使用しています。
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